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ま芝除湿機 (家庭用） 

取扱説明書 

お名 

RAD-C100DEX 

RAD-C80DEX 

保註書付 

保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、 
お買い上げ曰、販売店名などの記入をお確かめください。 

• このたびは東ち除湿機をお買い上げいただをまして、 
まことにありびとラござし)ました。 

♦この商品をま全に正しく使用していただくために、お 
使いになる前にこの取扱説明書をよ<お読みになり十 
分に理解してください。 

参お読みになった後は、お使いに 
なるかたびいつでを見 b れると 
ころに必ず保管してください。 


エアコンと違い、部屋全体をを房すること 
はでをません。閉め切った場所で使われた 
場合は、むしろ室温び上びります。 
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ま全上のご注意 


必ずお守り<ださい 


♦商品および取扱説明書にはお使いになるかたや他の人へのを害と財産への損害を未然に防ぎ、安全に正し 
くお使いいただくために、重要な内容を記載しています。次の内容（表示•図記号）をよく理解してか5 
本でをお読みになり、記載事項をお守りください。 


表示の説明 


図記号の説明 


A 警告 


「取り扱いを誤った場合、使用ちび死こまた 
は重傷*1を負5ことび想定されること」を 
のし占9 。 


A ま意 


「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害* 2を 
負ラことび想定されるか、または物的損害 *3 
の発生び想定されること」を示します。 


* 1:重傷とは、失明や、けび、やけど（高温•お温)、感電、骨折、 
中毒などで、後遺症び残るちのおよび;台療に入院-長期の通 
院を要するちのをさします。 

*2: 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、 
感電などをさします。 

*3: 物的損青とは、家屋-家財および家畜-ぺットなどにかかわ 
る拡大損害をさします。 


0 

禁止 


&は、禁止（してはいけないこと） 
を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や 
近くに絵や文章で示します。 


• 参は、指おする行為の強制（必ず 
すること）を示します。具体的な指 
示内容は、図記号の中や近< に絵や 
文早で示します。 


A A は、ま意を示します。 

具体的なま意内容は、図記号の中や 
ミ主意近 < に絵和文章で示します。 


運転時の取扱について 


A 警告 


〇 異常-故障時にはすぐに使用を 
中止する 

使用を中止乂災•感電-けびの原因になります。 

する すぐに電源フラグを抜いて、お買い上げ 

の販売店または東芝家電修理ご相談セン 
ターに点検-修理を依頼してください。 
《異常-故障例》 

-ブレーカーやヒューズびたびたび切れる。 

• 誤って異物や水を入れてしまった。 

-本体から水びちれる。 

-電源コードや電源フラグの過熱や電源 
コード部分に破れびある。 

-運転音び異常に大さい。 

-ボタンの動作び不確実。 

-運転中にこげくさい臭いびする。 


分解•修理•改造をしない 

火災•感電-けがの原因になります。 

分解禁止修理はお買い上げの販売店またはまち家 
電修理ご相談センターにご相談ください。 


0 ルーバー-吸込□-吹出□に棒 
などを入れない 

禁止内部でフアンび高速回転しているので 
けびの原因になります。 


0 電源プラグを抜いて運転の停止 
をしない 

禁止感電や乂災の原因になります。 



0 スプレーなどを吹きつけたり、 
スプレー生を近< に置かない 

禁止可燃性スプレーや化学薬品を近<で使ラ 
と火災-爆発の原因になります。 


0 長時間を風を体に直接当てたり、 
をやしすざない 

避止体調不良-健康障害の原因になります。 
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(つづく) 


A ミ主意 


0 巧びんなどの液体の入った容器を 
のせない 

禁止万一倒れて、水び除湿機内部に入ると電気 
絶縁び劣化し、感電-漏電-义災の原因に 
なることびあります。 


0 除湿機の風が直接当たる場所に 
燃焼器具を置かない 

禁止燃焼器具の不完全燃焼の原因になります。 


0 キャスターを引をずって、本体の 
ち向を変えたり、移動させない 

** 1[-床面やじゆつたんの表面を傷つける原因 I し 
なります。畳や傷つさやすい床-凹凸のあ 
る場所-じゅ5たんの上などでは持ち上げ 
て移動してください。 


〇 移動ずるとをは運転を停止し、タン 
クの水をずて、バンドルを持つ 

扫がして、移動中に内部の水び室内にこぼれ家財を 
A ンドルをめらしたり、感電•漏電•火災の原因に 
なることびあります。 


0 除湿水を飲料用-飼育用などに 
使用しない 

® 止健康を害する原因になります。 


連続排水する場合は、排水用 
ホースの配管処理を確実に行ラ 

排水 ホースホースび 巧れ曲 びって いたり、途中に上りの 
勾配びあると排水び不完全になり、水び室内 
にこぼれ家財などをめ b したり、感電'漏電' 
火災の原因になることびあ0ます。 


〇 同じ場所で長期間ご使用の場合 
は、製品下部や床を時々清掃する 

もしも水もれし放置した場合、床を腐食す 
る原因になります。 


0 本体を倒したり、落としたりしない 
また、本体を倒した状態で保管•移動 
禁止 しない 

破損•漏水-漏電などの故障の原因にな0ます。 


0 食品-医薬品-美術品-学術資 
料などの保巧等、特殊用途には 
禁止 使わない 

保ち品の品質ほ下の原因になることびあ 
ります。 


0 上に柔ったり、腰掛けたり、よりか 
かったり、踏み台にしたりしない 

禁止落下-転倒などによりけびの原因になります。 


0 タンクのフ□-トレバーをはず 
さない 

禁止フ□ートレバーをはずすと、運転しなくなつ 
たりタンクの水び室内にこぼれ家財をめ b し 
たり、感電•漏電の原因になります。 


0 吸込□-ルー八’一-吹出□はふさ 
びない 

禁止 また、洗たく物などをかけない 

洗たく物び傷んだり、風通しび悪くなり、 
発熱-発火の原因になることびあ0ます。 


〇 お子様、お年害り、自分で湿度調 
節のでさないかたびお使いになる 
とさは、まわりのかたびを意する 

運転中に熱を発生するため、室温び上昇します。 
風を直接体に当てたままで長時間ご使用になる 
と、体調をくずしたり、脱水症巧をおこす原因に 
なります。 


/ TN 除湿機の周囲温度び氷点下になる 
LV 場合は、タンクに水を入れたまま 
禁止 にしない 

水びまってタンクび割れて漏水の原因にな 
ることびあ0ます。 


0 動植物に直接風を当てない 

悪影響をおよぼす原因になります。 

禁止 



■ 
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安全上のご注意 (つづさ） 

設置について 

I A 警告 

0 発熱器具（ストーブやフアンヒーターなど）の近くに置かない 

樹脂部分が溶けて弓 I 火する原因になります。 

禁止 


A ミ主意 


〇 巧び水平（傾き 2° OT ) でじようぶ 
な場所で使う 

水平な顧6運転音び大さくなったり、除湿機び移動 
で使用するしたり、倒れて内部の水び室内にこぼれ 
て家財などをめらしたり、感電-漏電- 
义災の原因になることびあります。 


0 除湿機本体および排水用ホース 
の周囲温度び氷点下になる場所 
禁止 では使わない 

本体やホース内部の水び凍結し、室内に水び 
こぼれ家財などをめ b したり、感電-漏電’ 
义巧の原因になることびあ0ます。 


0 水のかかりやすい場所（ミ谷室内 
など）で使わない 

禁止水びかかると感電-漏電-火災の原因に 
なることびあります。 


0 可燃性ガス-油のちれるおそれ 
のある場所で使わない 

禁止万ーガスびちれて除湿機の周囲にたまると、 
义災-爆発の原因になることびあります。 


0 屋外で使わない 

屋内専届です。直射日光-雨風の当たる 
禁止場所で使ラと過熱や感電-漏電-火災の 
原因になることびあります。 

0 薬品を扱ラ場所で使用しない 

(病院、工場、実験室、美容院など） 

禁止空気中に溶けた薬品や溶剤により除湿機び劣化 
し、除湿した水びちれて家財などをめ5したり、 
発熱'発义•义巧の原因になります。 


0 テーブルの 上など高いところで 
使わない 

-と本体び落下したとさ、けびの原因になります。 


〇 本体の周囲はすさ間をあける 

風通しび悪くなり、発熱-発义-故障の 
すき間:^ 原因にな0ます。 

抓る 


0 押し入れ-家具のすき間など、狭い場所で閉めきって使わない 

風通しび悪くなり、発熱•発火の原因になります。 

禁止 


お手入れについて 


A ミち意 

iTN 除湿機を水ないしない 

V v 漏電や感電の原因になります。 

禁止 

A 掃除をするときは運転を停止し、 
^電源プラグを巧く 

プラグをけびや感電の原因になることびあります。 

巧く 
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〇 長時間連続して使ラときは、特にフィルターや排水用ホースのミちれ 
および取付状態などを定期的に点検する 

定期脚こ過熱や漏水の原因になることびあります。 

点齡する 


電源 

•電源コードの取扱について 


Ai 

整 化 
言口 

電源は交流10 0 V のコンセント 
W を使ぅ 

交流1孤 V 交流10 0 V 政外を使うと、火災-感電 

めれた手で電源プラグを抜き差 
ししない 

めれ手禁止感電の原因になります。 

を使う 

の原因になります。 



〇 電源プラグは、刃および刃の取付 
面にほこりびついているときはよ 
ほこ0を くふを取り、びたつきのないよラ 
® る に確実に根元まで差し込む 

ほこりびついたり、接続び不完全な場合 
は感電-火災の原因になります。 


0 電源コードをふすまやドアに挟 
まない 

禁止電源コードび破損し、感電-火災の原因に 
なります。 


0 電源コードは、破損させたり 
加工しない 

禁と重い物をのせたり、加熱したり、引っ張 
ったり、無理に巧り®げたり、ねじった 
り、たばねて通電したり、キヤスターに 
挟んだりすると破損し、感電•义災の原 
因になります。 


0 コンセントや配線器具の定格を 
超える使いかたをしない 

禁止タコ足配線などで定格を超えると、感電 
や発熱-火災の原因になります。 


0 電源コードび突っ張った状態で使用しない、また 
電源コードを引っ張って除湿機を移動させない 

禁止電源コードを引っ張るとお線の一部び断線して発熱-発火-故障の原因になります。 


A 注意 


C 長時間使わない場合は、を全の 
ため電源プラグをコンセントか 

プラグを 5巧く 

s < ほこりびたまって発熱-火災の原因に 

なります。 


A 電源プラグの巧き差しは、電源 
プラグを持って巧う 

プラグを電源コードを引っ張って巧くとお線の一部 
}|つて抜< び断線して発熱-発义の原因になります。 


■ 
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已 101 已 20 2 已 30 
部屋の温度（で） 



部屋の温度（で) 


運區と性能につしに 


除湿能力について 


•除湿能力は、室温 27°C、 湿度日0%を維持する室内で、除湿能力び最大になる温風運転[連続]、風量 r 強」で、 
ルーバーを全開にして運転した場合の]曰 （24 時間）当た0の除湿量です。他の使用方法で運転した場 
合や、ルーノ（一の開を具合により除湿量びかなくなる場合びあります。 

♦同じ室温でを湿度の高い場合は除湿量びをくなり、ほい場合はかな<なります。また、同じ湿度でを 
室温び高い場合は除湿量びを<なり、ほい場合はみな<なります。 

•除湿運転[自動]の場合は、湿度び約已0%な下になると、自動的に除湿運転を停止し送風運転とな 
りますので、除湿量び少なくなることびありますび異常ではありません。 

(湿度 日0%のとさの例） 

RAD - C 1 OODEX の場合 RAD - C 80 DEX の場合 


霜取り運転について 


運転中、室温び約1己でな下になると、本体内部に霜びつくことびあります。この霜を取るために、を 
いときで約30分に1回（約已分間）自動的にさ風を停止し、霜取り装置びはたらきます。 

•霜取り運転中は除湿機能、脱臭機能び停止します。 

•霜取り運転中に電源フラグを抜いたり、運転を停止しないでください。 


低湿度（約已0%じ TF ) に維持ずることには適しません 


この除湿機は曰常生まにおいて不快な湿気を取り除いたり、室内での洗たく物などの補助乾燥に使用 
するをので、特にほ湿度に保ちたい場合には適しません。 


運転中の室温の上昇について 


除湿機には、冷房機能はありません。むしろ運転中熱を発生します。このために室温び1〜4で上昇 
することびあります。 

扉や窓などを閉め切って使用するため、室内にある他の電気製品などの熱や太陽からの輯射熱などに 
よって、それけ上に室温び上昇することびあります。 


本体結露防止運転について 


高い湿度び続いたとさに、本体表面び結露する場合びあ0、この結露を防止するため運転中、最短で 
約30分に]回、最長で] 2時間に]回結露防止装置び自動的にはた b さます。（約]己分間） 

結露防止運転中は、ルーバー左側からの送風び停止しますび、約]已分後に自動的に除湿を再開します。 


- - - - 
8 6 4 2 

除湿量 ( L / 曰) 


_ _ I _ 

8 6 4 2 
除湿量 ( L / 曰) 
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各部のなまえとはたらを 





八ンドル 
操作部 

まを上の警もま意ラベル 

ルーパー 

運転表を部 







-タンク カバー 
-タンク 
お名表示 


フ□-トレバ 


フ□—卜(発泡スチ□-ル) 


お願い 

タンク八ンドル、マグネット、フ□-トレバー、 
フ□-卜(発泡スチ□—ル)は、取りはずしたり、 
分解しないで < ださい。 



背面吸込 □ 

— ■"脱臭フィルター(付属品） 

• [Mi — I アフィルタ-(プラチナフィルタ-) 

-防カビ 《 1プラチナ抗菌ぷ2 
加工を施し、エアフィル 
ターに付着した菌の繁殖 
を抑制します。 

フイルターカバー 

お名および定格表示、 
まを上のま意ラベル 

電源プラグ 


電源コー K 



《1 

《2 

試験機関 

(財）曰本肪績検査協を 

(財）曰本祐績検査協を 

試蔵方法 

JISZ 2911 に準拠 

JISL 1902に準拠 

防ヵビ■抗菌のち法 

エアフィルターに防カビ加工 

エアフィルターに抗副に 

防ヵビ■抗菌を行っている 
対象部分の名称 

エアフィルター 

エアフィルター 

試験結果（試験番号） 

防カビ効果あり 
(08020767) 

抗菌効果日9% 
(003856-1,003856-2) 


設置場所 

効率よく運転するためにち図のスペースを確保し 
てください。スぺースを確保しないと除湿能力が 
低下する原因になります。 


•順 iwi 



•電波び弱いとさや室内アンテナ使用時などに、テレビ、ラジオ、補聴器などに雑音び入る場合びあり 
ます。このときには除湿機から 70cm (上離してお使いください。 

•海お地区や温泉地帯、油煙びをい場所など、周囲の環境び特殊な場所でご使用になる場合は、お買い 
上げの販売店にご相談 < ださい。 

■キヤスターび付いていますので、水平な場所に設置してください。 


■ 
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各部のなまえとはた 5 き (つづ去) 


瞧^康患捐 M 

《 RAD - C 1 OODEX のイラストで説明しています。 

fTX 

TOSHIBA 


湿気注意報 


がが高め 


適湿 


乾まごろ 


きミ燥中 


巧 


満 


水 


湿度ランプ 


湿気注意報ランプ 

湿度が高いとさ(湿度約70%]^ソ上） 
に点なします。 

湿気を意報ランフは運転ボタン 
「切」でち湿度び約70%し M 上の 
とさ点巧し、それ未満のとさ消な 
します。 

やや高めランプ 

湿度がやや高めのとさ 
(湿度約60〜70%)に点なします。 

適湿ランプ 

お部屋が快適なとさ 

(湿度約日0%未満)に点なします。 


乾をごろランプ 

温風運転[自動停止] 

運転の停止と同時に点なします。(緑色) 


乾燥中フンプ 

温風運転[自動停止] 

運転中に点なします。（程色） 


満水ランプ 

タンクが満水(約 3 L ) になると点なし、 
運転を停止します。 


■留陣《 


この取扱説明書での 
ランプの表しかた 


消なのとさ 



点なのとさ 




、レ 

点滅のとさ 

- 

国 


/|、 


内部ドライランプ 

内部ドライ予約中、点巧し、 

内部ドライ運転中、点滅します。 



曲 


個 

内邹ドフイ 


□ 8 H 

□ 4 H 

□ 2 H 

晒 

切タイ 7— 


切タイマーボタン 

運転を自動的に停止したい 
とさに巧します。 


CoCoCool 



内部ドライボタン 

内部ドライ運転をしたいとさに押します。 

本体内部を乾燥させることで、 

:令ま P 器へのカビの発生を抑える 
運転です。 
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切タイマーランプ 

残りの運転時間をおします。 


才ートルーパ’ーランプ 

ルーバーの スイングする方向 
を TJX します。 


風量ランプ 

風量をおします。 


を風ランプ 

を風運転中に点巧します。 


除湿ランプ 

除湿運転の運転状態を示します。 


温風ランプ 

温風運転(巧類乾燥)の運転 
状態を示します。 


点字（ウンテン) 



□上ち向□広角〕 

□前のき出し 
□下吹さ出し 


巧類乾燥 


日強 

因自動 

□ 自動停止 

□ 弱 

■連続 

■連続 


才-トル-パ- 


盛 


除湿 


ぐ B 
/m i 


風量ボタン 

風量を切り換えるときに巧します。 


温風ボタン 

温風運転(巧類乾燥)の運転状態 
を切り換えるとをに巧します。 


才ートルーバーボタン 

ルーノ（一のスイングする方向を 
切り換えるときに巧します。 


除湿ボタン 

除湿運転の運転状態を切り 
換えるときに巧します。 


運転ボタン 

1回巧すと運転を開始し、をラ 
一回巧すと運転を停止します。 
内部ドライ運転中に巧すと、 
内部ドライ運転を停止します。 



■ 
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上手な使いかた 


このよラなとまに 

お部屋を快適な湿度にしたいとさ 



運お切換 



除湿運転[自動] 

湿度を横知しなび5自動除湿を 
しまず。 


運おが態と使いかたのポイント 


•ルーバーび自動的に開さ、 r 上方向」で停止します。 

♦除湿運転と送風運転を繰り返して、湿度を約60%にコント□ールします。 

(除湿ランプは、[自動]び点巧したままです） 

♦ルーノ（一ち側から;令たい風と、左側から暖かい風び同時に出ます。 

•連続で除湿したい場合は、除湿運転[連続]にしてください。 


洗たく物を乾燥させたいとき 



巧類乾燥 

► 溫風運転[連続] 

温風運転[自動停止] 

ル-パ’-か5暖かい)1を出に乾燥します。 
(背面吹出□か5は、をたい風び出まず) 


♦ルーバーび自動的に「広角」でスイングを始めます。洗たく物び早く乾燥するよラに、オートル 
ーバーボタンを巧して、ルーバーのスイングする範囲を選びます。 

•ルーノ（一左側から暖かい風と、背面 P 欠出□か b; 令たい風び出ます。 

♦洗たく物び前方にある場合は、オートルーバーボタンを巧し、 r 前吹き出し」を選びます。 
•乾さにくい衣類は除湿機の風び当たりやすいところにおくと早く乾燥します。 

♦温風運転[自動停止]の場合は、洗たく物び乾いたころに運転を自動停止します。 


畳やじゆラたんを乾燥したいとき 




巧類乾燥 
溫風運転[連続] 

才ートルーバー「下吹さ出し」 
を選び、連続除湿をしまず。 


♦オートルーバーボタンを巧し、「下吹さ出し」を選びます。 
♦乾燥させたい部分に風び当たるようにすると効果的です。 


を風で涼みたいとをなどに 



を風運転 

を風を出しながら、除湿しまず。 
(背面の出□か5は、暖かい風び出まず） 


•ルーバーび自動的に r 前吹き出し」でスイングを始めます。 

♦ルーノ（一ち側から;令たい風と、背面 P 欠出□か b 暖かい風び出ます。 


お知らせ 


ルーバーをお好みの方向にするとさ 


♦運転と同時に脱臭機能ちはた6きます。 
♦除湿運転[連続/自動]、温風運転 
[連続/自動停止]、：令風運転、風 
量、才ートルーバー動作は一度セ 
ットするとマイコンに記憶されま 
す。運転ボタンを巧すだけで同じ 
運転にな0ます。 

(電源プラグを抜いたり、停電 
びあった場合は、をラー度やり 
直してください。） 


運転ボタンを押す 

♦ルーバーび自動的に開さ、「上方向」で停止します。 



上下方向の切り換え：オートルーパーボタンを押し、お好みののを出し角度に切り換える 

•ボタンを巧すたびにオートルーバーランプび「下吹き出し」^「前吹さ出し」^「上方向」^「広角」^ 
消な（停止）に切り換わります。 



下のさ出し 前のさ出し 上ち向 広ち 


ルーバーの動作を停止させ、固定したち向で使用したいとさは、いったん「広ち」設定したあと、ルーバーがお好 
みの位置になったところでふたたびオートルーバーボタンを巧します。この場合はスイングしません。 
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本体に取り付ける 

※片方をはめ込んでからをラ 
一方を巧し込むと、取り付 
けやす <なります。 



タンクが正しく入っていることを確認ずる 


タンクび正しく入ってないとさや、満水のとさは、運転しません。 


出しかた 


タンク中央下端の凹部に指をか 
け、静かに手前に引き出す 



入れかた 


タンクカ一 


1. タンク排水□を確実に 2. タンクを水平にし、静か 
閉める に奥まで確実に入れる 

入れるとさ 
にタンク八 
ンドルを倒 
す必要はあ 
りません。 




♦タンクカバーおよびタンク排水□は確実に閉めてくだ 
さい。水もれの原因になります。 


運転前の準備と確認 


脱臭フイルターを取り付ける 


フイルターカバーをはずす 



り脱臭フイ J 
ムり付ける 


レターをフイルターカバーに取 


①脱臭フィルターをポ U 袋から取り出しまず。 

※ポ U 袋の中に黒い粉（ま性炭）び落ちているこ 
とびありまずび、異萬ではあ0ません。 

③エア フィルターびフィルターカバーに 確実に取り 
付けられていることを確認しまず。 

③ 脱臭フィルターをフィルターカバーの引掛部 
(4 力所）にはめ込むように入れます。 

•エアフィ ルターの 上に、脱臭フィ ルターを のせます。 
•引掛部下部 （2 力所）に先にはめ込み、脱臭フィルタ 
一を上下ち向に少し巧げるよラにして、弓階卜部上部 
(2 力所）にはめ込みます。 

④ 周囲を指で押し、確実に取り付けてください。 



エアフィルター 

引お部上部 



脱臭フィルタ’ 


周囲を指で}甲ず 


お知5せ •手に黒し带、び付くことび 
ありますび、無害です。 
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タンクの水の捨てかた 



1タンクを取り出す 


2 


タンク八ンドルを持ち、静かに運ぶ 



3 排水するときはタンク排水□を開けて 
タンクを傾け、ゆっくり排水する 



4タンクを本体に入れる 


お知5せ 

♦除湿した水はタンクにたまります。タンク 
び満水になると自動的に運転を停止し、満 
水ランプの点なと「ピーピー」と已砂間ブ 
ヴー音でお知らせします。 

♦運転中にタンクを取り出してち「ピーピー」 
と已砂間ブヴー音び鳴0ます。 


♦ストツバーで排水□か b の水の;商下を防 
ぎますび、排水□付近についた水び滴下 
することびあります。 



♦連続排水するときは20ページを参照し 
てくださし、 


移動するときは 


1 運転を停止し、電源プラグを抜き 
タンクの水を捨てる 


2 電源コードをたばねて、八ンドルと 
一緒に持ち、移動する 

♦八ンドルは、進行方向の角を持つと動かし 
やす <なります。 



_ A を意 _ 

0 キャスターを引きずって、本体の 
ち向を変えたり、移動させない 

禁止 巧面やじゅうたんの表面を傷つける原 
因になります。置や傷つさやすい床’ 
凹凸のある場所-じゅ5たんの上など 
では持ち上げて移動して < ださい。 


•順 io 

♦キヤ スターに 電源 コー ドを挟ま 
ないようにを意してください。 
♦段差にさしかかったり、方向転 
換するとさは、ハンドルのちを 
かし持ち上げて<ださい。 

♦同じ場所で長期間ご使用の場合 
は、畳やじ ゆ 5たんにあとびつ 
くことびあります。 



■ 
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運區のしかた 


A 警告 


0 電源コードをふずまやドアに挟まない 

電源コードび破損し、感電-义災の原因になります。 

禁止 


•運転を自動的に停止するタイマー運転ち選択でさます。おやすみやお出かけのとさなどに便利です。 
タイマー時間は2 • 4 • 8 H か5選ぶことびでさます 。 （H :時間をおす） 


除湿運転-温風運転（巧類乾燥）-を風運乾をする場合 



電源プラグをコンセントに差し込む 

♦タンクび正しく入っていることを確認してくださし、 



2 


運転ボタンを押す 

♦除湿ランプ[連続]、風量ランプ「弱」び点巧し、運転び始 
まります。 


•ルーバーは、自動的に開き、 r 上方向」で停止します。 



r % 除湿ボタンか温風ボタンかを風ボタンを巧し、 
〇お好みの運輯にする 

♦除湿ボタンか温風ボタンを}甲すたびに、各ランプび順番に点打し、運転び切 
り換わります。 

♦温風運転の場合、ルーバーび自動的に「広角」でスイングを始めます。 

参温風運転[自動停止]の場合、風量は「強」設定になります。 

•を風運転の場合、を風ボタンを巧すと、を風ランプび点灯し、ルー 
バーび自動的に「前吹さ出し」でスイングを始めます。 

•約30分後、水びたまり始めます。 

※室温 27° C 、 湿度日0%を維持する室内で温風運転[連続]、 
風量「強」で運転した場合 


に、 S 

動 

IJ □、自動停止 

連 

続 

連続 




♦室温、湿度、 ルーバーの 開さ具 
合などの条件により除湿量び変 
わります。 

♦本体表面に結露び発生すること 
びあります。 



風量ボタンを押し、お好みの風量にする 

♦風量ボタンを巧すたびに、風量ランプび順番に点なし、風量 
び切り換わります。 



5 才ートルーバーボタンを押し、お好みのルー 
バー方■向にずる 

♦オートルーバーボタンを巧すたびにオートルーバーランフび 
ちの順序で点なし、スイングする方向び切り換わります。 


^□上方向 一►□広角 
广1下攻き化し f (停止) 
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運乾を停止ずるとをは、運転ボタンを押ず 

♦さランプび消巧し、ルーバーは自動的に閉じます。 

♦内部ドライ運転を予約している場合は、運転停止後に内部ドライ 
運転を行います。 （ 17ページ参照） 





♦ルーバーび開いているとさに運転を停止した場合は、ルーバーび自動的に閉じるまで電源 
プラグを抜かないでください。 

♦ルーバーは、手で動かさないでください。 


上手に巧類乾燥ずるために 


♦等間隔に干ず 

洗たく物は風び直接当たるとよく乾きまず。風び行きミ度りやずいよラに詰めずざず 
等間隔に干して < ださい。 

♦除湿機の位置を工夫する 

除湿機の位置を変えたり、洗たく物の並べかたを変えた0すると洗たく物び乾さやすくな0ます。 

♦洗たく物によつて干す位置を変える 

•厚手のを類 . 乾さにくいので、風びよく当たる所に干しまず。 

-ジーンズやスカートなど……裏返しにして風通しをよくして干しまず。 

. T シャツや下着などの薄手の衣類……乾さやずし)ので、さおのはしに干しまず。 

♦乾いた5なるべく早く取り込む 

梅雨時や雨の曰などは、乾燥してち干したままにしておくと、また、湿気を吸収します。 

お知5せ •下記の場合などは洗たく物び乾きにくくなります。 

-洗たく物びをいとさ-洗たく物の生地び厚いとさ-洗たく物の間隔び狭いとさ 
-洗たく物を干す部屋び広いとさ -部屋の温度びほいとさ 


温風運輯[自動停止]について（巧類乾燥) 


除湿機周囲の湿度と温度をセンサーで確認し、洗たく物び乾いたころに運転を自動停止します。 


♦運転中は乾燥中ランプが点！打(桓色) 
し、自動停止と同時に乾きごろラ 
ンプが点!打（緑色）します。 

乾きごろランプは24時間経過するか、巧び 
運転を開始することで消なします。 


•風量は「強」設定になり「弱」にはでさません。 
また、タイマー時間の設定ちでさません。 


温風運転[自動停止] の 終了時間（目安） 

RAD - C 100 DEX 

約巨時間‘ X 

RAD - C 80 DEX 

約日時間 30 分※ 


※初期室温：吕〇で、初期湿度： 70%、部屋の広さ：約已畳、洗たく物の量吕 k 臣相当の場合 
実際に使用するとさの運転時間は部屋の広さ、温度、洗た<物の量、脱水の状況、素材などの実際の 
使用環境、使用ま件などによって異なります。 

※最長1已時間で運転を停止します。 


• 端 ip 


• 自動停止後、洗たく物の乾さび不十分なとさはふたたび乾燥してください。 

(完全に乾燥しないで停止する場合をありますび、故障ではありません） 

♦洗たく物を干す部屋の湿度びほい場合（湿度約巳〇%む下）は、洗たく物び乾かずに運転び終了する 
場合びあります。これは、除湿機周囲の湿度びほいと洗たく物び乾いたと判断するわので故障ではあ 
りません。湿度びほいとさの衣類乾燥は温風運転[連続]で行ってください。 


■ 


( つづく ）15 


























































運乾のしかたりづき) 


タイマー運転をする場台 


切タイマーボタンを巧し、タイマー時間を設定ずる 

♦巧すたびに、切タイマーランプびちの順序で点巧します。 
♦温風運転[自動停止]中は、切タイマーの設定は 
でさません。（自動的に停止します） 

H 参時間の経過ととちに切タイマーランプび切り 

換わり、残りの運転時間を示します。 


設定したタイマー時間が経過すると、運おを停止します。 


運転を停止したいとを 


運乾中：ちラー度運転ボタンを巧す 


8 H — J 

4 H 消む(連続運転） 

2 H I 



タイマー時間を変えたいとを 


切タイマーボタンを巧し、お望みの時間に合わせる 

♦新たに合わせた時間か b タイマーび作動します。 


タイマー運乾を解除し、運乾を継続したいとき 


切タイマーボタンを押し、切タイマーランプを消幻させる 


お知5せ 

♦除湿ボタン、温風ボタン、：令風ボタンを巧すたびにタイマー時間の設定び解除されます。 

ちボタンを巧したときは、そのたびにタイマー時間を設定し直してください。 

参タンクび満水になるとタイマーは止まりますび、タンクの水を捨てたあと再びセツトすると作動します。 


操作音について 

ボタンを押すとブザーび「ピッ」と鳴ります。 

•- 回巧すごとにブヴーび「ピッ」と鳴り、設定び順さりされます。 

•基点（除湿運転[連続]、温風運転[連続]、風量「弱」、オートルーバー r 下吹さ出し」、 
切タイマー「吕 H 」、 内部ドライ予約時）に戻ると「ピッ、ピッ」と吕回鳴ります。 
♦運転を停止するときは、「ピー」と長めの音になります。 

•操作を受け付けない場合は、「ピー、ピー、ピー、ピー」と4回鳴ります。 
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お知らせ 

♦ルーノく一を手で閉じた状態で運転すると保護装置び動作して、除湿しないことびあります。 

♦電源フラグを差し込んだあとや、運転停止後すぐに運転操作をしてを機械保護のため、約3分間は 
送風運転になり、除湿しません。その後自動的に除湿を開始します。 

♦除湿している部屋に外の空気び入ると除湿効まびほ下します。窓や扉の開閉をでさるだけみなくす 
ると効果的な運転びでさます。 

♦運転中に周囲の温度び約 40° Cli (上になると、自動的に除湿を停止し、温度び下びると自動的に除 
湿を再開します。 

♦運転開始時などに本体内部で「シュルシュル」-「ゴーゴー」といラ音びすることびあります。こ 
れは;令媒び循環している音で、循環びま定すると次第にルさくなります。 

♦運転を開始してか b タンクに滴下するまで約30分かかります。 

※室温27で、湿度巨0%を維持する室内で温風運転腫続]、風量階」にした場合 
♦気温びほいときは、温風運転してを吹き出す風の温度びほいため、0欠き出す風び暖かく感じ5れな 
レことびあります。 


内部ドライ運転をする場台 


本体内部を乾燥させることで、冷却器へのカビの発生を抑えます。 

運転後や長時間お使いにな5ないとさに、内部ドライ運転をおすすめします。 

除湿運転.ミ豆風運転（巧類乾燥）.を風運転中に 
内部ドライボタンを巧ず 

♦内部ドライランプび点好し、内部ドライ運転を予約します。 

♦各運転を終了後、またはタイマー運転終了後、内部ドライ運転を始めます。 

(内部ドライランフび点滅し、ルーバーは自動的に開さ、「上方向」で停止します。） 

♦約]時間後、自動的に停止します。 

(内部ドライランフび消巧し、ルーバーは閉じます。） 

運転停止中に、内部ドライボタンを押す 

♦内部ドライランフび点滅し、内部ドライ運転を始めます。 

(ルーバーは自動的に開き、 r 上方向」で停止します。） 

♦約]時間後、自動的に停止します。 

(内部ドライランフび消なし、ルーバーは閉じます。） 



窗 

内ち P ドフイ 


な 


内部ドライ 


内部ドライ運転を停止または、予約解除するとき 


内部ドライ運転予約中に内部ドライボタンを押す 

♦内部ドライランフび消'巧します。 

内部ドライ運転中に運転ボタンを押す 

• 内部ドライ運転び止まります。 

お知5せ 

♦すでに発生しているカビを取り除くことはでさません。 

♦内部ドライ運転を途中で解除すると、効まび得られない場合びあります。 

♦本体内部にこもった湿気を放出するため、室内の湿度び上びることびあります。 

♦内部ドライ運転中に切タイマーをセツトすることはできません。 

♦内部ドライ運転予約中、電源プラグを抜き差しした後は、内部ドライ運転は解除されます。 


■ 
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お手入れのしかた 


A 警告 


本体 


磯) 

めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを抜さ 
差ししない 

感電の原因になります。 


A ミち意 

C 掃除をずるとさは運転を停止 
し、電源プラグを巧く 

プラグを けびや感電の原因になることがあ 
巧く ります。 


0 タンクのフ□—トレパーをは 
ずさない 

禁止フ□ートレバーをはずすと、運転 
しなくなったりタンクの水び室内 
にこぼれ家財をめらしたり、感電’ 
漏電の原因になります。 


かたくしぼったやわ5かいなでふき取る 

♦電源プラグのほこりなどは、定期的にふき取っ 
て < ださい。 

♦ミちれびひどいとさは、指定濃度にラすめた台所 
用中性洗剤を浸したやわらかい巧をかた<しぼ 
ってミちれをふさ取ってください。（操作部は水 
を使わず、か5ぶきをしてください） 

•ベンジン-シンナ——アル]-ル’石油’みびきお’ 
たわしなどを使用すると、変形したり割れた0す 
ることびありますので使わないでください。 

参化学ぞラきんを使ラときは、 

そのを意書にしたびって< 

ださい。 



タンク （1 週間に1回程度) 


タンクを本体か5引さ出す 



2 タンクカ八’一をはずず 

①タンク扫 bJ < □を開けまず。 

③タンクカノ (一を上ち向に弓 I き上げてはずします。 



3 タンクカバーとタンクの内側を水巧い 
する 


• 順 ip 

♦タンク排水□を弓 I つ張らないでください。 

破損の原因になります。 

♦フ□ー トレバー-マグネット-タンク八ンドルを 
はずさないでください。 

参フ□-卜（発泡スチ□ール）は、取りはずさない 
でください。水もれの原因になります。 

♦たねしなどで強くこすらないでください。 

傷つさの原因になります。 


4 が側の水をふき取り、タンクカバーを 
取り付けてから本体に取り付ける 

①タンク八ンドルをタンクカバーのス U ッ 
卜に通し、確実に出してからタンクに取 
り付けてください。 

③タンク排水□を確実に閉めてください。 
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3 


ちとどおりに取り付ける 

• 脱臭フィルターび確実に取り付けられていることを確認 
してください。 



• 巷 jp 


• 脱臭フ ィ ルター、エアフ ィ ルターをはずしたまま運転しないでくださし)。 
脱臭機能びはたらさません。また、故障の原因になります。 


-長期間使用しないとき 

内部ドライ運転をする （ 17ページ参照） 


2 


運転停止後、 

電源プラグを巧さ、 
電源コードをたばね 
て、本体背面のコー 
ド止め部に掛ける 



タンクの水を捨て、ふいてか6ちと 
どおりに取り付ける 

フイ ルターを 掃除ずる 


ド止め部 


3 

4 

C 直射日光の当らない場所に 

一 化ず立てて巧管する 

• 驅 iai 

♦横倒しにして保管しないでください。 
故障や異常音の原因になります。 


■交換時期 （1 〜2年に1回程度) 


>脱臭フィルターの寿命は、お部屋の広さ、喫煙量、運転時間などにより異なりますび、約1 
約！〜吕年に1回、新しいフィルターと交換してください。 


交換用のフィルター 

参お買い上げの販売店でまち除湿機用脱臭フィルター 
をお買いホめください。 


吕年です。 


お名 

ま芝瞧显機用脱臭フィルター 

RAD-C100DEX 

RAD-C80DEX 

RAD-F009 




♦丸めたり、破ったりしないでください。使用できなくなります。 

♦ポ U 袋から出したあとは放置しないでください。脱臭効果びほ下します。 


脱臭フイルター.エアフイルター (2 週間に1回程度) 


フィルターカバーを取りはずし、 

脱臭フィルター-エアフィルターを取り出ず 


2 


脱臭フィルター-エアフィルターについたほこりは、軽く 
たたいて取る 



-脱臭 
フイルタ- 


-エア 

フィルタ- 



■ 
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排水 ホース 
取出 □ 



2 


排水ホース取出□をあける 

参本体背面の排水ホース取出□のふたをはずします。 
(マイナスドライバーなどで取りのぞいてください。) 


3 


排水用ホースを取り付ける 

♦排水用ホースを排水ホース取出□に入れ、排水□に 
しっかりと根元まで差し込みます。 



4 


タンクを入れる 

♦タンクを入れないと運転でさません。 


排水用ホースの酉己管のしかた 

ぶし、巧 IJ •途中で折れ®びっている。 

♦下びり勾配になるように11111 ♦途中で上びり勾配になっている。 

してください。 11111 ♦ホースの先び水につかっている。 

•排水ホース取出□よ0上び0 
勾配になっている。 

♦排水ホース内の水温と周囲温度に差び生じると、排水ホース表面に露びつくことびあります。ご使用になる環境 
によっては、排水ホースに断熱処理をしてください。 

♦ホースの周囲び氷点下になる場所では連続排水するとホースの内部び凍結し、除湿した水びちれる場合びあります。 
♦試運転を行い確実に排水されることを確認してください。 

♦ホースの長さは、 3 m な下にしてください。（ホース内に空気びたまるとタンクに除湿水びたまり、満水になると運転び止まります） 




連続排水のしかた 


A ミち意 


〇 連続排水ずる場合は、排水用ホースの配管処理 
を確実に行う 

排水ホ-又正しく配管されていないと家財をめ日したり、 

を確認する感電’漏電’义災の原因になることびあります。 

0 排水用ホースの周囲温度びか点下になる場合は使わない 

ホース内部の水び凍結し、排水び不完全になり室内に 
® 止こぼれ家財などをめらしたり、感電•漏電•义災の原 
因になることびあります。 


近 < に排水でさる場所びあれば、 
排水用ホースを取り付け、連続排 
水することびでさます。 

長時間運転びでさ、タンクの水を 
捨てるわず5わしさびありません。 

連続排水するとさは、必ず運転を停 
止し、電源プラグをコンセントから 
抜さ、次の順序で行なってください。 
•用意するちの 

排水用のホース（巿販のビニールホース) 
長さ：除湿機から排水場所までの 
長さ+約 30 cm 

太さ：内径]巳 mm 、 外径吕 0 mm U 下 

•啦 jP 

♦じゃばらホースは使用しないでくだ 
さい。ホースの中に水びたまって、 
連続排水びでさない場合びあります。 


1 


排水□をおける 

♦タンクを取り出し、ストッバーの弁を開いた（①）後、左奥ち向（③） 
に止まるまで移動させます。 

•連続排水をやめ、通常のタンク排水に戻すとさは、ストッパーの 
つまみを手前に止まるまで移動させます。ストッパーの弁び排水 
□をふさいでいることを確認してください。 
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故障かな？と思ったとを 


修理を依頼する前に、次の点をお調べ<ださい。 


こんなとを 

調べるところ 

処置のしかた 

参照 

ぺージ 


ご家庭のブレーカーびおちたり、ヒュー 
ズび切れていませんか。 

ブレーカーを入れ直す、またはヒューズ 
を直してください。 

— 

運転しない 

電源フラグびコンセントからはずれて 
し)ませんか。 

電源フラグをコンセントにしっかりと差 
し込んでください。 

14 


タンクび満水になっていませんか。 

タンクの水を捨ててください。 

13 


タンクび正しく入っていますか。 

タンクを正しく入れてください。 

12 


ルーバーび閉じた状態になっていませんか。 

オートルーバーボタンでルーバーを開い 
て運転してください。 

11 

除湿量び少 
ない 

脱臭フィルター、エアフィルターび巧 
れてし)ませんか。 

脱臭フイルター、エアフイルターのお手入 
れをしてください。 

19 


吸込□や吹出□やルーバーびふさがれ 
てし)ませんか。 

吸込□や吹出□やルーバーをふさいでい 
るをのを取り除いてください。 

3 

運転音びラ 
るさい 

設置び悪<本体びガタガタしていませんか。 

じょラぶで水平な場所でお使いください。 

4 


湿った;令たい空気び室内に入っていま 
せんか。 

乾燥中は窓や扉の開閉をでさるだけかなく 
してください。 

17 


室温び吕 0° Cli (下ではありませんか。 

室温びほい部屋では乾さにくくなります。 

1已 

洗た < 物び 
なかなか乾 
かない 

広い部屋で乾かしていませんか。 

狭い部屋ほど早く乾さます。脱衣所などを 
利用し、を類に風び当たるように干してく 
ださい。 

1已 


脱水不十分なちのや、手しぼりのをの 
を乾かしていませんか。 

十分脱水して < ださい。 

- 


:令風運転になっていまはんか。 

温風ボタンを巧して、温風運転（を類乾燥） 
にしてください。 

14 

洗た < 物び 
乾いていな 
いのに自動 
停止する 

温風運転[自動停止]中に、本体の近 
くで暖房機を使っていまはんか。 

センサー周辺温度び高<なり、巧類乾 
燥時間の判断び適切にでさません。 

- 

洗た < 物び 
乾いている 
のに自動停 
止しない 

室温び高い場合や衣類びみないと早<乾く場合びあります。 

運転を停止させるか、そのまま除湿したい場合は、除湿運転[自動]などに 
切り換えてください。 

10 

部屋が;ちえ 
ない 

:令風運転してち部屋全体を;令房することは、でさません。 

閉め切った場所で使用した場合は、むしろ室温び上びります。 

11 

冷風びルー 
バー全体か 

6 出ない 

:令風運転の場合は、ルーノ く一ち側か日;令たい風び出ます。 

ルーバー全体からは、出ません。 

11 


(つづく）21 
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故障かな？と思ったとき (つづさ) 


次のよラな場合は、故障ではありませんのでそのままお使いください。 


現 象 

理 由 

参照 

ぺージ 

運転中、時々止まる 
(運転音び変わる） 

•霜取り運転中です。霜取り運転び終わるまでしば日くお待ちく 
ださい。 

•除湿運転[自動]中に部屋の湿度び約已0%な下になり、 
除湿運転を停止したためです。 

6 

10 

除湿量び少ない 

• 室温び低いと除湿量びかなくなります。 

約 rciu 下になると除湿運転を停止し、送風運転になります。 
•除湿運転[自動]中に部屋の湿度び約 60 %li (下にな0、除 
湿運転を停止したためです。 

6 

10 

なかなか適湿にな 5 ない 

•お部屋び広すぎませんか。（仕様参照） 

•窓や出入□の開閉びをくありませんか。 

•石;'由ストーブ、フアンヒーターなど水蒸気の出るちのを使っていませんか。 

17 

運転すると部屋び臭ラことびある 

•壁やじゅうたん、家具、衣類などにしみ込んでし)る臭し低出てくるためでず。 

— 

運転開始時または運転状態を切り換えたと 
さなどに、本体内部で「シュルシュル」•「ゴ 
ーゴー」といラ音または金属音がする 

•を媒の循環び安定するまで; 令媒の音び出ることびあるためです。 

17 

タンク巧に水または水の蒸発したあとがある 

♦工場での除湿テストによる残り水、または蒸発したあとです。 

— 

ブザーび鳴る 

•タンクび満水になるとブヴーでお巧 b せします。 

13 

タンクに水び落ちてこない 

•除湿した水びタンクに落ちてくるまで約30分かかります。 

14 


仕様 


お 名 

RAD - C 100 DEX 

RAD - C 80 DEX 

電 源 

交ミ荒1 00 V (已0 /己 OHz 共用） 

電源周波数 

己 OHz 

60 Hz 

己 OHz 

60 Hz 

除湿能力* 1 

目.日 L / 曰 

10.0 L/B 

7.1 L/B 

8.0 L / 曰 

ミ肖費電力* 2 

室温27む 

2已已 W 

2目己 W 

2 low 

215 W 

室温 30 ’C 

260 W 

27日 W 

215 W 

22日 W 

除湿可能 
面漬の目が 3 

木 造 

11畳 （19 m ^) 

13畳 （21 m 2) 

目畳 （1 己が） 

10畳 （17 m 2) 

コンク U - 卜 

23畳 （38 m 呂） 

吕已畳 (42 m ®) 

18畳 （3 日 m 2) 

20 a (33 m 呂） 

タンク容量 

約 3 L で自動停止 

質 量 

約 12.6 kg 

約1吕 . 1 kg 

が お 寸 法 

幅約38己 mm x 奥行約1 74 mm x 高さ約已3己 mm 

使用可能室温 

rc 〜約40で 

付属品 

脱臭フィルター 


※1 室温27で、巧対湿度日0%を維持する室内で温風運転[連続]、風量「強」運転した場合の]曰当たりの除湿量です。 
※吕相対湿度60%を維持する室内で温風運転[連続]、風量「強」運転した場合です。運転停止状態の消費電 
力は約1 W です。 

《3 JEMA (曰本電機工業会）規格に基づいた数値です。 


この製品は、日本国内用に設計されているためミ毎列では使用でさません。また、アフターサービスちでさません。 
This product is designed for use only in Japan and cannot be used in any other country . 

No servicing is available outside of Japan . 
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保証とアフターサービス 


必ずお読み < ださい 


ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理こ関するごホ目談な6びに、お取り扱い-お手入れに関するご不明な点はお買い上げの販売店にご相談くだをし、。 


販売店に修理のご相談がでさない場合 


お買い物-お取り扱いのご相談 

ま芝家電修理ご巧談センター 


東芝家電ご柏談センター 

函, 0120-1048-41 受付時間： 3650 240き間 


函. 0120-1048-86 受付時間：3目日日 9:00-20:00 

携帯電話か 5 のご利畑ま 0570-06-41 14 随話料: ち 料） 


携帯電話 .PHS などからのご利用は 03-342 目-104吕 （通話料：有料） 

PHS などからのご利用は 01 73-38-3168 (通話料： ち 料） 


FAX でのご利用は 03-342 日-2101 (通信料：有料） 


•「東芝家電修理ご相談センター」は、東芝テクノネットワーク株式尝社げ運営しております。 

• お客様か5ご提供いただいた個人情報は、修理やご相談への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いたします。 
•利用目的の範囲内で、当該製品に関連する東芝グループ尝社や協力会社にお客様の個人情報を提供ずる場合があります。 


保証書（一体） 

•保証書は、この取扱説明書の裏表紙 
に記載されています。 

•保証書は、必ず「お買い上げ曰•販 
売店名」などの記入をお確かめのラ 
え、販売店から受け取っていたださ、 
内容をよ<お読みの後、大切に保管 
して < ださい。 

•保証期間はお買い上げの曰か51 
年間です。ただし、ち媒回路部品に 
ついては3年間です。 


補修用性能部品の保有期間 

•除湿機の補修用性能部品の保有期間は、製造巧切り後8年です。 
•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な 
部品です。 


部品について 


•修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出がない場合 
は脾社にて引さ取6せていたださます。 

•修理の際、脾社の品質基準に適合した再利用部品を使用するこ 
とがあります。 


修理を依頼されるときは 出張修理 

• 21 〜22ページに従って調べていただき、なお異常があるとさは運転を停止し、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


■保証期間中は . 

保証書の規定にしたがって、販売店が修理させていただ 
をます。なお、修理に際しましては、保証書をご提示く 
ださい。 


■修理料金のしくみ 


修理料金は技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されています。 

技術料 

故障した商品を正常に修復するための料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 

出張料 

商品のある場所へ技術者を派遣する料金です。 


■保証期間び過ぎているときは . 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店 
にご相談ください。修理すれば使用でさる場をは、ご希 
望により有料で修理させていたださます。 


■ご連絡いただきたい内容 


故障の状況 

でさるだけ具体的に 

訪問希望曰 


便利メモ 

お買い上げの販売店名を記入されてお<と便利です。 

電話 （ ） 


口 

愛情点検 

V _ 

長年ご使用の 定期的に r 安を上のごを意」を確認してご使用<ださい。 

給を 1 誤った使いかたや長年のご使用による熱-湿気-ほこりなどの影 

. 響により部品が禁化し、故障や事故につながることをあります。 

こんな症状は 
あ0ませんか。 

電源プラグやコ 
ンセントにたま 
つているほこ0 
は取0除いてく 
ださい。 

• ブレーカーやヒューズびたびたび切れる。 

♦誤って異物や水を入れてしまった。 故障や事故防止のため、 

参本体から水びちれる。 k 使用を中止し、電源プ 

参電源コードや電源プラグの過熱や電源コード m ラグをコンセントから 

部分に破れびある。 中 抜いて、必、ずお買い上 

♦運転音び異常に大さい。 止 げの販売店に点検•修 

• ボタンの動作び不確実。 理をご相談 < ださい。 

参運転中にこげくさい臭いびする。 

A 
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が張修理 I 


まミ除湿機保証書 I 


形名 RAD-C100DEX.RAD-C80DEX 製造番号 


★ 

お 

客 

様 

お 

名 

前 

ふ 0 びな 

様 

ご 

住 

所 

〒□□□-□□□□ 

里 

話 

市が！ ！ ！ ！ 


市内； ； ； 

番号； i i 呼 

保 

亞 

期 

間 

本 

体 

本体 1 年 

を媒回路部品 3 年 


★お買い上げ曰 


: 年； 

月1 ; 1日か6 

★ 

ご 

販 

売 

店 

住所 • 店名 

電話 


ままホ-心 S ク J 巧巧ミせ家電事業統括部 

干 959-1 393新潟県加茂市大字後須田2已 70-1 電話 (0 吕己 6) 已 3-2847 


本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載內容 
にそった正しいご使用のちとで、保証期間中に故障し 
た場含に、本書記載内容にそって無料修理をさせてい 
ただくことをお約束するちのです。 

保証期間中に故障が発生したとさは、お買い上げの販 
売店に出張修理をご依頼ください。 

修理の際には本書をご提示ください。 

修理の際、脾社の品質基準に適合した再利用部品を使 
用することがあります。 

★印欄に記入がないとさは無効です。本書をお受け取 
りの際は必ず記入をご確認 < ださい。また、本書は再 
発行しませんので紛失しないよラに大切に保管して< 
ださい。 

1.保証期間内でを次の場合には有料修理になります。 
(イ）誤ったご使用や不当な修理•改造で生じた故障、 
損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じた故障、 
損傷。 


※この保証書は、本書に明示した期間、条件 
のちとにおいて無料修理をお約束するちの 
です。したがってこの保証書によって保証 
書を発行しているち（保証責任ち)、および 
それ！;!がの事業ちに対するお客様の法律上 
の権利を制限するをのではありません。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の 
保有期間について詳し<は取扱説明書をご 
覧ください。 


(八）乂災、天災地変（地震、風水害、落雷など）、 
塩害、ガス害、異常電圧で生じた故障、損傷。 
(二） 本書のご提示がない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店 
名の記入のない場を、あるいは字句が書をか 
えられた場を。 

(へ）保証書の製造番号と本体の製造番号が一致し 
ない場を。 

2. 離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行つ 
た場をには出張に要する実費を申し受けます。 

3. 修理のため取りはずした部品は、特段のお申し出び 
ない場含は脾社にて引を取らせていたださます。 

4. 本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

5. ご転居またはご贈答品などで、お買い上げの販売店 
に修理がご依頼できない場合には、東芝家電修理ご 
相談センターへご相談ください。 

日.;令媒回路部品とは圧縮機、蒸発器、凝縮器、機內;令 
媒配管などを指します。 


修理 

メモ 

修理年月日 

修理内容 

担当 

年 

月 

曰 



年 

月 

曰 




• 保証書にご記入いただいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、保証期間内のサービス活動およびその後 
の安全点検活動のために利用させていただく場をがございますので、ご了承ください。 

• 修理のために、当社から修理委託している保守尝社などに必要なお客様の個人情報を預託する場をがござい 
ますが、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、ご了承<ださい。 


ままホ-ムテク J 巧巧貪せ 

家電事業統括部 

〒日已 9-1 3日3新漏県加茂市大字後須田2570 -1 
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